
【学校だより 1１月号】 

「教育の情報化」による光と影～R5 年度インターネット利用等調査結果から見えてきたこと 

校長 谷口源太郎  

 これから訪れる高度情報化社会、デジタル化された社会の中で子どもたちがより主体的に生き

ていけるために、本校では令和 3 年 4 月から「教育の情報化」の取組を計画的に進めてきていま

す。今回は、9 月 11 日に 3 年ぶりに行った「インターネット利用等調査」（児童対象）の結果か

ら見えてきたこと（4 つの課題）と今後の対応について書きたいと思います。 

   
 今回、全児童 547 人を対象にアンケート調査を実施して 502 人から回答（回答率 92％）を得

ました。設問１にあるように自分で自由に使える接続機器の所持者数は 428 人（85%）になって

おり、高学年はほぼ 100％に数になっています。 

  

  設問２では自分専用のスマホを持っている数が 227 人（53%）で、中学年では約 4 割、高学

年では約 6 割に上っています。この数年間で小学校にもスマホが浸透していることが分かりま

す。その一方でフィルタリングは 127 人（56%）しか設定されていない状況です。設問 3 では、

家庭内ルールの設定について聞いていますが、家庭内でルールを決めている数は 309 人（72％）

です。逆にルールを決めていない数は 119 人（28%）に上っています。1 点目の課題はフィルタ

リングを設定せず、家庭内ルールも決めず自由に使える状態の子どもたちがいることです。 



   
 設問４では、平日 1 日当たりのインターネット利用時間について聞いたデータですが、特に注

意したいところは赤線枠で囲んだ部分です。課題の 2 点目は、3 時間以上利用している数が 79 人

（15％）、2 時間以上利用では 150 人（29％）に上ります。 

ネット利用によるトラブル経験についてあると回答した数が 43 人（9％）。課題の 3 点目は、

悪口、いやなうわさ話を書かれたこと、個人情報を渡されたり、悪用されたりしたこと、迷惑メ

ールがきたこと、多額の料金を請求されたこと、グループから外され嫌な思いをしたこと、SNS

サイトやゲームサイト等で知り合った人と会った経験があるなどが分かっています。 

   

設問５は、子どもたち自身のネット依存傾向を尋ねる設問ですが、163 人（32%）の子どもが

自分は長時間利用していると感じていると回答しています。4 つ目の課題は、そのほかに睡眠不

足になったこと、メッセージのやり取りで勉強に集中できないこと、寝るときもスマホやゲーム

機を手放せない、インターネットの利用を制限されるとイライラしたり、落ち着かなかったりす

る子どもたちが 3～8％いることです。 

  

このような実態としっかり向き合いながら、学校と家庭が連携して取り組みたいと思います。 

参考までに左の 2 枚の写真と図はゲ

ーム障害になった人の脳の状態を表

したものです。ゲームやスマホなどの

ネット依存になると理性が働かなく

なり日常生活に支障が出始めます。 


